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○主な研究内容

１ ブドウ球菌属の哺乳類に対する宿主特異性

２ 腸内細菌叢と疾患との関連

３ 皮膚細菌叢と疾患との関連

４ 動物実験施設における感染症対策
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○主な研究内容 

 １ 遺伝子操作動物を用いた疾患の発病機序解析 

 ２ ライム病およびマダニ媒介性疾患の疫学と発病機序 

 ３ 抗菌ステロイドによる局所感染の防御と治療に関する研究 

 ４ 開発途上国の食品の食中毒菌汚染に対するＰＣＲを用いた調査研究 

 ５ 開発途上国における仔牛下痢症の原因に対するＰＣＲを用いた調査研究 

 ６ 牛抗菌ペプチド BMAP-28 の疾病予防への応用性に関する研究 

 ７ 嫌気性菌による炎症病変の惹気機構 
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